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佐賀県産ハウスみかんが「こうのとり」９号機に搭載されました 
〜 佐賀みかん ４度目の宇宙へ 〜 

 

 令和２年５月 2１日に種子島宇宙センターから打ち上げられた、国産の宇宙ス

テーション補給機「こうのとり」９号機に、佐賀県が２９年連続日本一の生産

量を誇る「ハウスみかん」が搭載され、国際宇宙ステーション（ISS）の宇宙飛

⾏⼠へ届けられました。 

 

 「こうのとり」で佐賀県産の生鮮食品が輸送されるのは、「こうのとり」６号

機に搭載された「露地みかん」、「こうのとり」７、８号機に搭載された「グリ

ーンハウスみかん」に続き４回目となります。今回は佐賀市大和町で生産され

たものが提供されています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

なお、次年度以降は後継機（HTV-X）が補給ミッションを担うため、現⾏の

「こうのとり（HTV）」は 2009 年の初号機打ち上げからの歴史に幕を閉じ、そ

のラストミッションへの搭載となります。 

令和２年５月２８日 

流通・貿易課 企画担当 河濟 

内線 234８  直通 0952-25-7252 

E-mail:ryuutsuu-boueki@pref.saga.lg.jp 

 

（JAXA 連携に関すること） 

政策部 円城寺 直通 0952-25-7360 

ハウスみかん 「こうのとり」９号機を搭載した H-ⅡB ロケット 
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 搭載された生鮮食品については、国⽴研究開発法⼈宇宙航空研究開発機構が

全国の都道府県に、生鮮食品（野菜、果物に限る）に関する情報提供を依頼し、

その情報を元に、調達可能時期と打上げ時期が合うこと、調理性、保存性、衛

生性、安全性、食品残さ、搭載量の制約等の技術的要件から候補品を選定して

いるもので、今回提供したハウスみかんは、それらの要件をクリアしたことで

搭載が決定したものです。 

 

 （知事コメント） 

佐賀県産のみかんが宇宙へ届き、大変嬉しく思っております。 

今年度から「ＪＡＸＡＧＡ
ジ ャ ク サ ガ

」プロジェクトをスタートし、宇宙を切り⼝に

県政の様々な分野でＪＡＸＡとの連携を進めていきます。 

幕末維新期の先⼈たちの志を受け継ぎ、佐賀から宇宙維新に挑戦します。 

 
【参考情報】  

○「こうのとり」９号機に搭載された国産生鮮食品 

佐賀県産の「ハウスみかん」を含め、宮城県産の 

「パプリカ」、群馬県産の「キウイフルーツ」、 

愛媛県産の「河内晩柑」、「清⾒」、「レモン」の 

６品です。 

 

○「こうのとり」への生鮮食品搭載の目的 

ISS 計画では、補給船を保有する国が分担して ISS に⻑期滞在する宇宙飛⾏⼠に生

鮮食品（果物及び野菜。以下同じ）を届けています。JAXA では、国産生鮮食品を調

達し、「こうのとり」で ISS に輸送、宇宙飛⾏⼠に提供することにより、宇宙飛⾏⼠

が抱える⻑期宇宙滞在による様々なストレスを緩和し、パフォーマンスの向上に繋げ

たいと考えています。 

また、併せて、“食”という身近なテーマを通じて ISS／宇宙飛⾏⼠の活動を多くの

⼈に身近な存在として認識いただくとともに、「こうのとり」ならではの国産生鮮食

品の輸送を生鮮食品の産地の皆さまとともにアピールすることにより、ISS プログ

ラムにおける日本のプレゼンスが向上することを期待しています。 

JAXA 
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